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はじめに

社会や他者に対して何らかのプロジェクトや提案を行う際には、エゴに陥っていないかどうか、自分たち

の活動について見つめる視点や方法等をもっているかどうかが、成功の鍵を握る。総合的な学習の時間にお

いて、子どもたちの追求が深まれば深まるほど、課題に対する「思いや願い」が強固になり、自分や自分た

ちの活動や価値観等を社会や他者に対して押しつけてしまいがちになる。そのような状況にならないために

も、自分や自分たちの提案する内容や方法等が、現実社会に対応できるようなものになっているかどうか見

つめ直す場が必要になってくる。そこで、子どもたちが、「現実」を把握したり、「現実」を乗り越える方

法を模索したりせざるを得なくなる手立てを行う必要があると考える。

総合的な学習の時間は、自分の「思いや願い」と「現実」との折り合いの付け方について学ぶ時間だと、

筆者は考える。子どもたちは、多様な分析の視点や方法等を得て、自分や自分たちがもっている情報を吟味

し、折り合いを付けた後には、「〜する」という「意志」が表現された「自分なりの応え」「自分たちなり

の応え」を導き出すことができる。「意志」が表現された「応え」は、子どもたちが歩んでいく道筋を照ら

し出す。子どもたちは、総合的な学習の時間の学びの中で、自分や社会の未来を切り拓いていく術を身に付

けていくのである。

１．研究の目的と方法

子どもが、「現実」との折り合いの付け方を身に付けていく授業デザインや場の工夫について、明らかに

できるようにした。プロジェクト的な学びを展開できるようにし、その中で、特に以下の２点の工夫を行っ

ていくことにした。

１－１　子ども一人ひとりの思考・判断の様相を「見える化」する授業デザインの工夫

子どもが思考し、判断した様相が顕在化する言語活動を設定し、子どもが表現したものから課題解決のた

めに必要な知識・技能等を見取り、語り合いの深化・活性化を図ったり、価値付けを行ったりする等、適切

な手立てを行っていくことにした。そして、振り返りの場で、子どもが、自分の思考の流れや判断の決め手、

課題解決に有効だった知識・技能等、最終的に見いだした考え等を自覚しながら、学びの成果や知識・技能

■子ども一人ひとりの思考・判断の様相を「見える化」する授業デザインの工夫

■「思いや願い」と「現実」の折り合いを付けるための視点や方法等を意識させる場の工夫
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等を活用するよさを実感できるようにした。

１－２　「思いや願い」と「現実」の折り合いを付けるための視点や方法等を意識させる場の工夫

まず、追求の原動力ともなるプロジェクトの達成に向けての自分や自分たちの「思いや願い」を、子ども

が自覚する場を設定する。そして、適宜、子どもたちが、把握し、乗り越えていかねばならない「現実」と

向き合わざるを得ない場を設定する。そうすることで、自分たちが計画したプロジェクトの目的を見つめた

り、それらと、行おうとしている内容や方法との整合性をとっていったりすることができるようにした。

２．単元「『食』でつながる公集・味なプロジェクト」（第５学年）について

２－１　単元のねらい

本単元は、地域の人と共に行う米作り体験や「食」に携わる人々との出会いをきっかけとして、人々の生

き様や「食」に対する思いや願い、見方・考え方にふれる中で、地域の食文化や「食」と人とのかかわり方

を見つめ直していくことをねらった。

２－２　めあて

表１は、筆者の勤務校１）が総合的な学習の時間の時間で身に付けたいと考えた４つの力に応じて設定し

た本単元のめあてである。

表１　本単元のめあて

２－３　主な単元の流れ

表２は、本単元の主な流れである。「食」に携わる人々の根底に流れる思いや願い、見方・考え方に迫

りった上で、自分たちなりのプロジェクトを展開していくことができる流れにした。

表２　本単元の主な流れ

２－４　授業の実際と考察

この研究では、３つ授業場面における手立てとその効果について分析する。

２－４－１　ホウレンソウ農家のＫさんの「食」に対する思いや願い、見方・考え方に迫る

（１）　本時の主眼

以下のような主眼で、授業公開（２年次フォローアップ研修）を行った。
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（２）　授業デザインの各過程における教師の手立てと子どもの姿

授業デザインの各過程における教師の発問や子どもの語り合いの様相と、それらの分析について述べる。

図１は、課題把握の過程における発問や子どもの基調提案等である。

図１　課題把握の過程における発問や子どもの基調提案等

子どもたちに、「自分・家族・農家・ＪＡ・運送業者・消費者」という６つの学びの立場を提示し、自分

の考えと関連するものを選択させ、自他の考えの共通点や相違点に着目できるようにした。そして、Ｋさん

を支えているものは「消費者からの反応」と考えるＡ児に基調提案させ、他の子どもたちが、働く目的と働

くことによってもたらされる気持ちとの関係に着目できるようにした。また、「自給率の向上に貢献したい

という使命感」と考えるＢ児にも基調提案させ、やりがいのとらえ方の違いを浮き彫りにし、対立状況をつ

くり、語り合いを焦点化した。図２は、語り合い場面における教師の発問や子どもの語り合いの様相である。

図２　語り合い場面における教師の発問や子どもの語り合いの様相

語り合いでは、学びの立場の限定を促す投げ掛けを行うことで、因果関係のスタートであるＫさんの夢や

「食」に対する「思いや願い」に着目して語り合うことができるようにした。また、図２では割愛している

が、抽象的な言葉のみで自分の見方・考え方を説明した場合には、収集した事実や事実から分かったこと等
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と絡め、具体的に語らせた。そのため、Ｉ児や児Ｊ児のように、必要な表現物をあらかじめ作成していた子

どもも多くいた。Ｉ児の発言を見ると、「現実」を乗り越えていくためには、強い「思いや願い」が原動力

になっているという考えをもったことが分かる。Ｈ児の発言を見ると、Ｉ児とは考えが異なり、「現実」を

乗り越えるためには、個人ではなく、組織的な「現実」の乗り越え方に目が向いていることが分かる。Ｊ児

の発言を見ると、多様な立場の人々から多くの技術を学んだり、提供してもらったりすることによって生ま

れた野菜への「おいしい」という評価が自信につながり、さらに技術に磨きをかけたいという「思いや願い」

を生み出していくという考えをもったことが分かる。

図３は、振り返りの過程における教師の発問と、振り返りカードへの子どもの記述である。振り返りカー

ドには、本時に最終的に至ったＫさんを支える存在に対する「自分なりの応え」とその根拠を記述させ、自

分が得た見方・考え方や新たに抱えた課題に気付くことができるようにした。

図３　振り返りの過程における教師の発問と子どもの振り返りカードへの記述の抜粋

（３）　本時の成果と課題

本時では、子どもは、思考・判断の様相を「見える化」するために、追求で得た具体例を挙げたり、図を

提示したりするなど、自分なりの表現内容や方法を用いて、語り合いを深化・活性化していくことができた。

また、「食」に携わるＫさんが、自分の「思いや願い」と置かれた「現実」とどのように向き合っている

のか、働く原動力を得ているもの等について語り合うことで、夢をもつことや「現実」との折り合いの付け

方に対する「自分なりの応え」をもつことができた。そして、生半可な「思いや願い」で、「食」にかかわ

る提案を行ってはいけないことに気付いていった。

２－４－２　「ふるさと給食」を企画する上で大切にすべきことについて吟味する

（１）　本時の主眼

以下のような主眼で、授業公開（２年次フォローアップ研修、下松市研究所員集会）を行った。

（２）　授業デザインの各過程における教師の手立てと子どもの姿

授業デザインの各過程における教師の発問や子どもの語り合いの様相と、それらの分析について述べる。

図４は、課題把握の過程における発問や子どもの考え等である。

図４　課題把握の過程における発問や子どもの考え等
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ここでは、６つの班それぞれに、大切にしたいポイントを３つ以内のキーワードに整理させ、発表させた。

そして、対立している考えをもつ２つ班を選んで意図的に指名し、語り合いの方向性を焦点化した。

図５は、語り合いの前半部における教師の手立てや子どもの発言等である。子どもたちは、特別給食を企

画する上で必要な内容や視点、方法を吟味していった。教師は、「いつも」と「特別」の違いを明確に意識

させるために、学校栄養職員と調理員の服装や活動の違いをとらえることができる資料を提示した。

図５　課題解決場面における教師の手立てや子どもの語り合いの様相

図５の「実際のところ、何を大切にされているのだろうか」という発言からも分かるように、子どもたちは、

自分たちだけで語り合っても解決できないことに気付いていった。そこで、子どもたちの必要感をもとに、学

校栄養職員にゲストティーチャーとしてアドバイスをもらう場を設定し、課題解決のために必要な内容や視

点、方法を学級全体で共有できるようにした。表３は、学校栄養職員のアドバイスをまとめたものである。

表３　学校栄養士が「ふるさと給食」を企画する際に大切にしている気持ち、考え

図６は、振り返りの過程における教師の発問と活用した子どもの振り返りカードの記述である。
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図６　振り返りの過程における教師の発問と活用した子どもの振り返りのカードの記述

（３）　本時の成果

本時では、語り合う際に、自分や自分たちの考えを伝えるために必要であれば、表現物を準備させた。児

童は、追求して得た事実を言葉だけでなく視覚にも訴えたり、ナンバリングしながら根拠を挙げたり、みん

なが知っているものにたとえながら根拠をより具体的に説明したりするなど、多様な表現方法を用いながら

準備や語り合うことができた。それらを価値付け、全体で共有する場を設定することで、次の語り合いの際

に誰もが活用できるようになっていった。

また、語り合い後に、自分の変容を具体的に見つめる振り返りカードを用いたので、子どもは、自分が得

た視点や考え、新たな疑問、学んだことと生活との関連等についても気付いていった。

２－４－３　「ふるさと雑煮献立」をプレゼンテーションし、ふさわしい案を吟味する

（１）　ゴールにたどり着くまでの過程を具体的に考える手立て

図７は、自分の「思いや願い」が、相手に伝わるために必要な内容や方法について考

える際に用いたワークシートである。これは、「ゴールへの道ワークシート」と名付け

ている。目的を再確認し、それを達成するために必要な内容や活動を絞り込むために有

効な言語活動である。誰かに向けて何らかの提案をする際に、ただ単に知識を伝達する

のではなく、「相手の見方・考

え方、行動をどのように変えた

いのか」ということを意識させ

ることが重要だと考えた。

この単元では、班ごとに案に

ついてプレゼンテーションをし

て、いくつかの案が採用される

という計画にしていた。そこで、

班で語り合う場を設定し、図８

のように、班のゴールへの道

を表現させた。そうすることで、

自分たちの班の目的とそれを達

成するために必要な活動・内容

を共有できるようにした。

（２）　本時の主眼

以下のような主眼で、授業公開（下松市立公集小学校内研修）を行った。

（３）　授業デザインの各過程における教師の手立てと子どもの姿

誰かに向けて、何らかの提案をしていく際に、自分や自分たちの考えを押し付けるのでは、相手に受け入

れてもらえない。そこで、自分や自分たちの案を検討する場を適宜設定することが、プロジェクトを成功さ

せるためには重要な場となってくる。その際、子どもたちの語り合いを深め、検討を意味や価値のあるもの

にしていくためには、検討・分析する視点を共有することが必要である。それとともに、「〜の視点から分

図８　班の

 「ゴールへの道」

図７「ゴールへの道ワークシート」

図９　案や込めた思いや願い等を記述したワークシート
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析すると」というように、自分の分析の視

点を明らかにさせた発言を意識させること

が、語り合いを焦点化させるために必要で

ある。分析の視点は、教師やゲストティー

チャーが出す条件として与えることもある

が、自分たちが考えたプロジェクトにおい

ては、どのような視点からの分析が必要な

のか、自分たちで見いだすことができるよ

うな場を設定することが必要であると考え

た。自分たちが置かれた現実、つまり、乗

り越えなくてはならない「現実」である壁

を自分たちで意識するということである。

それが、自分たちの「思いや願い」と置か

れた「現実」との折り合いの付け方を身に

付けることにつながっていくと考えた。

授業デザインの各過程における教師の発

問や子どもの語り合いの様相と、それらの分析について述べる。

図10は、課題把握の過程における教師の発問と子どもの発言である。

図10　課題把握の過程における教師の発問と子どもの発言

ここでは、「ふるさと給食」を企画する上で、学校栄養職員が大切にしていることや、自分たちで考えた

検討の視点を再確認させ、検討する方向性を把握できるようにした。

図11は、語り合う過程における教師の発問と子どもの語り合いの様相等である。

図６　振り返りの過程における教師の発問と活用した子どもの振り返りのカードの記述

（３）　本時の成果

本時では、語り合う際に、自分や自分たちの考えを伝えるために必要であれば、表現物を準備させた。児

童は、追求して得た事実を言葉だけでなく視覚にも訴えたり、ナンバリングしながら根拠を挙げたり、みん

なが知っているものにたとえながら根拠をより具体的に説明したりするなど、多様な表現方法を用いながら

準備や語り合うことができた。それらを価値付け、全体で共有する場を設定することで、次の語り合いの際

に誰もが活用できるようになっていった。

また、語り合い後に、自分の変容を具体的に見つめる振り返りカードを用いたので、子どもは、自分が得

た視点や考え、新たな疑問、学んだことと生活との関連等についても気付いていった。

２－４－３　「ふるさと雑煮献立」をプレゼンテーションし、ふさわしい案を吟味する

（１）　ゴールにたどり着くまでの過程を具体的に考える手立て

図７は、自分の「思いや願い」が、相手に伝わるために必要な内容や方法について考

える際に用いたワークシートである。これは、「ゴールへの道ワークシート」と名付け

ている。目的を再確認し、それを達成するために必要な内容や活動を絞り込むために有

効な言語活動である。誰かに向けて何らかの提案をする際に、ただ単に知識を伝達する

のではなく、「相手の見方・考

え方、行動をどのように変えた

いのか」ということを意識させ

ることが重要だと考えた。

この単元では、班ごとに案に

ついてプレゼンテーションをし

て、いくつかの案が採用される

という計画にしていた。そこで、

班で語り合う場を設定し、図８

のように、班のゴールへの道

を表現させた。そうすることで、

自分たちの班の目的とそれを達

成するために必要な活動・内容

を共有できるようにした。

（２）　本時の主眼

以下のような主眼で、授業公開（下松市立公集小学校内研修）を行った。

（３）　授業デザインの各過程における教師の手立てと子どもの姿

誰かに向けて、何らかの提案をしていく際に、自分や自分たちの考えを押し付けるのでは、相手に受け入

れてもらえない。そこで、自分や自分たちの案を検討する場を適宜設定することが、プロジェクトを成功さ

せるためには重要な場となってくる。その際、子どもたちの語り合いを深め、検討を意味や価値のあるもの

にしていくためには、検討・分析する視点を共有することが必要である。それとともに、「〜の視点から分

図８　班の

 「ゴールへの道」

図７「ゴールへの道ワークシート」

図９　案や込めた思いや願い等を記述したワークシート
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図11　語り合う過程による教師の発問と子どもの語り合いの様相

語り合いの前半部のプレゼンテーションでは、各班１分30秒のアピールタイムを設定し、案に込めた思い

や願い、案の特徴について説明させ、「ふるさと雑煮献立」に対する共通点や相違点に着目できるようにし

た。そして、後半部の検討場面においては、「下松市らしさ」「生産者の思いや願いを伝える」「食べる人

を引きつける」「旬を意識する」「栄養バランス」という６つの検討の視点や、「食べる人の下松の『食』

に対する見方・考え方、行為を変えたい」という目的に照らし合わせて、各班の案を検討させ、自分たちの

案の主張点を再確認したり、不足している視点を見いだしたりできるようにした。また、給食に携わる人々

の立場に寄り添った考えや、意図の伝わり方に着目した考えを取り上げ、目的と方法のズレに気付くことが

できるようにした。図11のＩ児の発言は、目的を成し遂げるためには、多様な立場や状況に置かれた人々に

納得してもらわないといけないことや、給食の献立のみを考えたのでは、自分たちの目的を達成することは

難しいことについて気付き、他の子どもたちに乗り越えなくてはならない「現実」への気付きを促すものに

なった。その後、子どもたちは、どのような活動を付け足していけばよいかについても語り合い始めた。

図12は、振り返りの過程における教師の発問や子どもの振り返りカードの記述の抜粋である。

図12　振り返りの過程における教師の発問や子どもの振り返りカードの記述の抜粋

子どもたちの記述から、「ふるさと給食」を実現、成功させるために、自分たちの意図を納得してもらう

立場の人々や、自分たちの「思いや願い」の届け方を意識して、改善の方向性を見いだすことができたかど

うか、見取っていった。

（４）　本時の成果

子どもたちは、調理員や学校栄養職員が、特別給食の際に、いつもの献立紹介の放送だけでなく、教室を

訪問したり、食材やそれにかかわる資料等を展示したりして、子どもたちに、食材や食文化に興味・関心を

もったり、「食」の大切さについて、楽しく分かりやすく伝えている意味を再認識していった。そして、自
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分たちの目的は、給食を企画するだけではないことを再認識し、目的を達成するための具体的な方法を模索

する必要性に気付いていくことができた。

２－４－４　「ふるさと給食」の実施

子どもたちは検討を続け、「食」に携わ

る方々に支えられながら、３月14日に５の

２プロデュースの「ふるさと給食」を実施

できた。子どもたちが、「食べる人の下松

の『食』に対する見方・考え方、行為を変

えたい」という目的を達成するために考え

た方法は、「メニュー名と配膳の仕方、用

いた食材等に関するクイズを掲載した冊子

を全クラスに配布する」「給食の放送時間に、献立に込めた『思いや願い』、生産者の『思いや願い』につ

いて伝える」、「食育シスターズ（給食に携わる人々）のように、低学年の教室を訪問して、献立に関する

クイズや話等を行う」であった。これらの仕事は、一人ひとりの持ち味に応じて役割分担して行った。

おわりに

どのような言語活動を設定する場合でも、自分の思いや願い、見方・考え方を「見える化」させた。そう

することができるようになると、子どもは、自分の思いや願い、見方・考え方を自分自身で把握できるよう

になるだけでなく、共に学び合う仲間にもそれらが伝わりやすくなっていく。そうすると、総合的な学習の

時間で求められている「協同的な学び」も意味や価値のあるものになり、共に未来を切り拓いていく仲間で

ある意識も高まっていく。教師にとっても、子どもたち一人ひとりが、自分の思いや願い、見方・考え方の

「見える化」を図っていくことができるようになると、子どもの考えや行為の背景にあるものを把握しやす

くなる。そのため、子どもの学びのために行っていくべき手立てが見えてくるようになった。

総合的な学習の時間だけでなく、各教科等の課題解決場面でも同様だと考えるが、子どもがこれまで身に

付けてきた視点や追求方法、考え等の中から、課題解決にふさわしいものを選び、活用できるようになって

図13　給食時に配布した冊子と実際の給食

図14　放送で伝える子ども 図15　低学年の教室訪問
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いくことが求められる。そのためにも、子どもたちに、多様な視点や追求方法、考えをしっかりと身に付け

させる手立てを考えたい。

図16と図17のＩ児とＪ児のプロジェ

クト振り返りカードの記述を見る

と、仲間と共に１つのプロジェクトを

実行に移す難しさと楽しさを実感した

ことが分かる。５の２としての案を絞

り込み、大人を巻き込むために、ま

ず、乗り越えていかねばならない「現

実」は、仲間と折り合いを付けること

である。「折り合い」というと、「諦

め」のニュアンスを感じるかもしれな

いが、ここでいう「折り合い」は前向

きな「折り合い」である。５の２のみ

んなが「これで行くのだ」と意志をも

てる着地点を見いだすことである。子

どもたちは、Ｉ児やＪ児のように未来

を切り拓くための「協同的な学び」に

必要な視点や方法等も見いだしていっ

た。

納得しかけたり、折り合いが付きか

けたりしていることに対して、「視点

の偏りがないか」「もっとふさわしい

考えはないか」「〜という立場から見

たら」等と、自らの決断や考えについ

て見つめざるを得ない状況にすること

で、真に納得できる「自分なりの応え」

を導き出すことができるであろう。こ

のような学びを繰り返すことで、子ど

も一人ひとりが、生き抜く術を身に付

けていく。

注

１）2014年３月まで、筆者は、山口県下松市立公集小学校に教諭として勤務する。この実践は、第５学年担

任時に、２年次フォローアップ研修、下松市立公集小学校校内研修でも、公開したものである。また、

下松市研究所員集会における研究主題とも関連付けて、実践したものである。
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図16　Ｉ児の振り返りカード

図17　Ｊ児の振り返りカード




